
企画財政部とは
○主に活躍している職種

一般行政/一般事務、DX

〇主な業務

県の施策の総合的な企画立案

議会及び予算

行政改革の推進

情報通信技術の総合的企画

市町村や地域の振興

土地利用及び水利用に係る企画調整

交通体系の整備



埼玉県５か年計画
～ 日本一暮らしやすい埼玉へ ～

埼玉県 企画財政部 計画調整課

１ 「５か年計画」とは

２ 全体計画 ～１２の針路と５４の分野別施策～



１ 「５か年計画」とは
５か年計画全体：https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/211727/04-00_all.pdf

５か年計画全体：https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/211727/04-00_all.pdf

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/211727/04-00_all.pdf
https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/211727/04-00_all.pdf


県政運営の基礎となる計画

○５か年計画

県政運営の基礎 となる計画

目指すべき将来像と今後５年間に、取り組むべき施策を明らかにしたもの

○個別計画
 ５か年計画を踏まえ、各行政分野で具体的に実施する取組や手法等を定めたもの

・こども・若者計画 ・産業元気・雇用アップ戦略    ・高齢者支援計画

・農林水産業振興基本計画    ・地域保健医療計画 ・環境基本計画

・地域強靭化計画 ・文化芸術振興計画 ・教育振興基本計画

一
部
例



５か年計画の全体構成

時代の潮流
本県が置かれている社会経済情勢や時代の流れ

埼玉県の
目指す

将来像
～２０４０年を見据えて～

将来像の実現に向けた基本姿勢

     ①埼玉版SDGｓの推進      ②新たな社会に向けた変革

計画を着実に実行する仕組み

１２の針路と５４の分野別施策
５年間で取り組む施策を
体系化

地域別施策

各地域の特性や現状を
踏まえて、取り組む施策

分野別施策に示した
取組を再編指標



埼玉県の目指す将来像 ～２０４０年を見据えて～

◆激甚化・頻発化する災害、テロや新興感染症などあらゆる危機の発生を想定

 ⇒ 被害を最小限に抑えられる社会

◆犯罪の多様化・高度化、生活支援ニーズの増加

  ⇒ 誰もが不安を感じることなく暮らすことのできる社会

◆急速な高齢化による医療・介護ニーズや高齢単身世帯の増加

  ⇒ 高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしい生活を送ることができる社会

将来像１ 安心・安全の追究 ～Ｒｅｓｉｌｉｅｎｃｅ～
レ ジ リ エ ン ス



◆グローバル化の進展や超スマート社会の到来などによる子育て・教育ニーズの更なる多様化

 ⇒ 力強くグローバルに活躍できる人材が育つ社会

◆男女共同参画の推進や性的マイノリティに関する理解増進、生産年齢人口の大きな減少

  ⇒ 誰もが意欲と能力に応じて生き生きと活躍できる社会

◆人口減少による地域の担い手不足や活力低下

  ⇒ 県内外から人を引き付ける魅力あふれる社会

埼玉県の目指す将来像 ～２０４０年を見据えて～

将来像２ 誰もが輝く社会 ～Empowerment～
エ ン パ ワ ー メ ン ト



◆高齢者の孤立や交通難民の増加、都市のスポンジ化

 ⇒ 持続可能なまちづくりが進み、誰もが安心して円滑に移動できる社会

◆災害・異常気象の頻発など、気候変動の様々な影響が顕在化

 ⇒ 豊かな自然に人が集まりにぎわう社会

◆人手不足による経済規模の縮小、農業の競争力や持続性の低下のおそれ

 ⇒ 持続的な経済成長や雇用が実現する社会

埼玉県の目指す将来像 ～２０４０年を見据えて～

将来像３ 持続可能な成長 ～Sustainability～
サ ス テ ナ ビ リ テ ィ



時代の潮流

本県の人口は全国 ５位、間もなく 減少 に転じることが見込まれる。
 ※総務省人口推計（令和３年１０月１日時点）で初の減少

 ２０４０年 には県民の ３人に１人 が 高齢者 となることが見込まれる。

都道府県の人口

① 東京都（約1404.8万人）

② 神奈川県（約923.7万人）  

③ 大阪府（約883.8万人）

④ 愛知県（約754.2万人）

⑤ 埼玉県（約734.5万人）

⑥ 千葉県（約628.4万人）

※令和２年国勢調査人口等基本集計結果による
平成27年までは「国勢調査」（総務省）、令和2年以降は埼玉県推計（国勢調査の人口総数には、年齢「不詳」を含むため、
年齢３区分別人口の合計とは致しない。 なお、端数処理の関係で年齢３区分別の合計と人口総数が一致しない場合もある。）

埼玉県の将来人口の見通し ※65歳～

15～64歳

0～14歳

102 99 95 91 88 83 79 77 75 
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①人口減少と人口構造の変化



時代の潮流

◆激甚化・頻発化する自然災害

 ・令和元年東日本台風 で大きな被害が発生

 ・首都直下地震 が、今後３０年以内に高い確率で発生すると予測

  ◆新たな脅威

・新型コロナウイルス感染症 が世界を席巻

・デジタル化の進展により サイバー攻撃 の脅威も増大

②身近に迫る脅威

令和元年東日本台風による浸水状況



埼玉版ＳＤＧｓの推進

◆ 全庁一丸となってＳＤＧｓの視点による施策を展開

◆ 全施策にＳＤＧｓの基本理念やゴールをリンク

◆ 県民、企業なども巻き込んで好事例を横展開

将来像の実現に向けた基本姿勢①

県民レベルの参加促進
アプリによる普及・参加促進

自らSDGｓに取り組む企業・団体等を登録する

埼玉県SDGｓパートナー登録制度

県民や企業、ＮＰＯ、大学、金融機関、各種団体など多様なステーク
ホルダーとの協働を通じ、ワンチーム埼玉でSDGｓを推進

埼玉県SDGs
官民連携

プラットフォーム

・官民連携の促進
・シンポジウム等の開催
・分科会による検討



埼玉版ＳＤＧｓの推進

◆ 全施策にＳＤＧｓの基本理念やゴールをリンク

将来像の実現に向けた基本姿勢①

県民や企業、ＮＰＯ、大学、金融機関、各種団体など多様なステーク
ホルダーとの協働を通じ、ワンチーム埼玉でSDGｓを推進



新たな社会に向けた変革

◆ 新しい働き方や暮らし方の定着・加速

◆ 社会全体のデジタルトランスフォーメーションの実現を目指す

将来像の実現に向けた基本姿勢②



①合理的根拠に基づく施策立案（ＥＢＰＭ）
  ファクトを積み重ねて現状を把握・分析
  エビデンスに基づいた施策の立案

②施策評価（ＰＤＣＡサイクル）

③行財政改革の不断の推進
  デジタル技術の活用による業務の効率化
  事業の必要性・効果をゼロベースで検証

④国や市町村との連携、様々な主体との協働の推進

計画を着実に実行する仕組み

合理的根拠に基づく施策立案（ＥＢＰＭ）

客観的データなどの

ファクト（事実）に

基づく現状・課題の分析

・理想とする将来像の設定

・将来像と現状・ファクト
とのギャップ解消に向けた
課題の把握

課題解決に必要となる施策の検討

ロジックモデルによる整理

○インプット・アウトプットとアウトカムとの因果関係の検証

  ○因果関係を裏付けるエビデンスの確認

アウトプット

事業活動の実績

アウトカム

事業実施による成果

インプット
・投入する予算
・事業実施の手法
  など



施策の進捗状況について

該当指標数 指標一覧での判定

策定時より改善 ８８指標（83.8%） ○

策定時と同じ ０指標（ 0.0%） △

策定時より後退 １７指標（16.2%） ×

該当指標数 指標一覧での判定

年度目標達成 ４８指標（45.7%） ○

年度目標は未達だが

策定時より改善
４０指標（38.1%） △

策定時より後退 １７指標（16.2%） ×

５か年計画にある１２の針路と５４の分野別施策に設定された１０６の指標の進捗状況について、令和6年度の実績は以下のと
おりです。

【指標の進捗状況】（令和７年８月末時点）
① 策定時からの進捗状況

② 年度目標の達成状況

※ 年度目標達成のうち、１２指標は最終目
標を上回る。



２ 全体計画
～１２の針路と５４の分野別施策～

５か年計画全体：https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/211727/04-00_all.pdf

５か年計画全体：https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/211727/04-00_all.pdf

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/211727/04-00_all.pdf
https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/211727/04-00_all.pdf


１２の針路と５４の分野別施策
将来像・１２の針路 分野別施策

安心・安全の追究
～Resilience～

１ 災害・危機に強い埼玉の構築 01危機管理・防災体制の再構築、 02大地震等に備えたまちづくり、 03治水・治山対策の推進、 04感染症対策の強化

２ 県民の暮らしの安心確保
05防犯対策の推進と捜査活動の強化、 06交通安全対策の推進、 07消費者被害の防止、

08食の安全・安心の確保、 09安全な水の安定供給と健全な水循環の推進、 10生活の安心支援

３ 介護・医療体制の充実
11地域で高齢者が安心して暮らせる社会づくり、 12介護人材の確保・定着対策の推進、

13地域医療体制の充実、 14医師・看護師確保対策の推進、 15医薬品などの適正使用の推進

誰もが輝く社会

～Empowerment～

４ 子育てに希望が持てる社会の実現 16きめ細かな少子化対策の推進、 17子育て支援の充実、 18児童虐待防止・社会的養育の充実

５ 未来を創る子供たちの育成
19確かな学力と自立する力の育成、 20豊かな心と健やかな体の育成、 21多様なニーズに対応した教育の推進、

22質の高い学校教育の推進、 23私学教育の振興、 24家庭・地域の教育力の向上

６ 人生100年を見据えたシニア活躍の推進 25生涯を通じた健康の確保、 26生涯にわたる学びの推進、 27高齢者の活躍支援

７ 誰もが活躍し共に生きる社会の実現 28就業支援と雇用環境の改善、 29女性の活躍推進と男女共同参画の推進、 30障害者の自立・生活支援、 31人権の尊重

８ 支え合い魅力あふれる地域社会の構築
32多文化共生と国際交流のＳＡＩＴＡＭＡづくり、 33地域の魅力創造発信と観光振興、 34文化芸術の振興、

35スポーツの振興、 36デジタル技術を活用した県民の利便性の向上、 37多様な主体による地域社会づくり

持続可能な成長

～Sustainability～

９ 未来を見据えた社会基盤の創造 38住み続けられるまちづくり、 39埼玉の価値を高める公共交通網の充実、 40埼玉の活力を高める道路ネットワークの構築

10 豊かな自然と共生する社会の実現
41みどりの保全と創出、 42恵み豊かな川との共生、 43生物多様性の保全、 44活力ある農山村の創造、

45資源の有効利用と廃棄物の適正処理の推進、 46地球環境に優しい社会づくり、 47公害のない安全な地域環境の確保

11 稼げる力の向上
48新たな産業の育成と企業誘致の推進、 49変化に向き合う中小企業・小規模事業者の支援、 50商業・サービス産業の育成、

51産業人材の確保・育成

12 儲かる農林業の推進 52農業の担い手育成と生産基盤の強化、53強みを生かした収益力ある農業の確立、54林業の生産性向上と県産木材の利用拡大

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」



将来像１ 安心・安全の追究

将来像

安
心
・
安
全
の
追
究

１２の針路 ５４の分野別施策 主な施策指標

災害・危機に強い埼玉の
構築

県民の暮らしの安心確保

介護・医療体制の充実

・危機管理・防災体制の再構築
・治水・治山対策の推進
・感染症対策の強化

など４施策

・防犯対策の推進と捜査活動の強化
・交通安全対策の推進
・生活の安心支援

など６施策

・地域で高齢者が安心して暮らせる社会づくり
・地域医療体制の充実
・医師・看護師確保対策の推進

など５施策

感染症専門研修受講者数

0人      ⇒    542人
 （2年度末）   （8年度末）

子供の居場所の数

380か所 ⇒  800か所以上  
（2年度）  （8年度） 

災害時連携病院の指定数

0病院 ⇒ 35病院
（2年度末）  （8年度末）

新規

新規

新規



指標

施策の内容

主な取組

主な施策 ①感染症対策の強化

R８年度末目標

☞ 感染症専門研修受講者数

R２年度末

感染症発生時に、迅速な対応によりまん延を防止し被害を最小限に抑えるため、初動体制を整備。

感染症対策を担う専門人材の育成に取り組む。

などを進め、感染症対策を強化します。

０人 ５４２人

将来像１

➤  感染症発生時の初動体制の整備

・保健所の患者搬送専用車の活用など、迅速な搬送体制

を整えるほか、感染症対策で最も重要な初動体制を

整備します。

➤  感染症対策を担う専門人材の育成

・ 患者の受入れ候補となる医療機関の

 職員向けに研修体系を構築し、

    研修費用の補助などを行います。



将来像２ 誰もが輝く社会

将来像

誰
も
が
輝
く
社
会

１２の針路 ５４の分野別施策 主な施策指標

子育てに希望が持てる
社会の実現

未来を創る子供たちの
育成

支え合い魅力あふれる
地域社会の構築

・きめ細かな少子化対策の推進
・子育て支援の充実

など３施策

・確かな学力と自立する力の育成
・家庭・地域の教育力の向上

など６施策

・多文化共生と国際交流のSAITAMAづくり
・デジタル技術を活用した県民の利便性の向上

など６施策

保育所等待機児童数

388人   ⇒   ０人
（令和3年4月1日） （令和9年4月1日）    

いじめの解消率

     96.5％  ⇒  100％
   （2年度）      （8年度）

県行政手続のオンライン利用率

21.5％  ⇒  50.0％
         （2年度）    （8年度）

誰もが活躍し共に生きる
社会の実現

・生涯を通じた健康の確保
・高齢者の活躍支援

など３施策

女性（30～39歳、40～49歳）の就業率

30代 71.6％ ⇒ 77.2％   40代 76.3％ ⇒ 79.7％
     （2年）  （8年)           （2年） （8年）

・女性の活躍推進と男女共同参画の推進
・障害者の自立・生活支援

など４施策

人生100年を見据えた
シニアの活躍の推進

健康寿命

男 17.73年 ⇒ 18.50年   女 20.58年 ⇒ 21.28年
 （元年）   （8年） （元年）   （8年）

新規

新規

＊

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」



指標

施策の内容

 主な施策 ②女性の活躍推進と男女共同参画の推進

主な取組

➤  男女ともに仕事と家庭を両立できる環境づくり

・男性も女性も共に働きやすい職場の環境づくりに取り

組む企業の認定や、男性の育児休業取得を促します。

➤  女性就業・キャリアアップのワンストップ支援

・ 働く女性の様々な疑問や関心に

応える総合情報サイトの運営や、

女性キャリアセンターによる

支援を行います。

☞ 女性（30～39歳、40～49歳）
 の就業率

R２年 R８年目標

ライフステージの変化に合わせ、希望する働き方を多様な選択肢から選べる環境づくりを行う。

就業相談からキャリア形成まで、一人一人の状況に応じたワンストップの支援を行う。

などを進め、女性の活躍を推進します。

30~
39歳

71.6％

40~
49歳

76.3％

77.2％

79.7％

将来像２

＊

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」



将来像３ 持続可能な成長

将来像

持
続
可
能
な
成
長

１２の針路 ５４の分野別施策 主な施策指標

未来を見据えた社会基
盤の創造

豊かな自然と共生する
社会の実現

稼げる力の向上

・住み続けられるまちづくり
・埼玉の価値を高める公共交通網の充実

など３施策

・恵み豊かな川との共生
・地球環境に優しい社会づくり

など７施策

・新たな産業の育成と企業誘致の推進
・変化に向き合う中小企業・小規模事業者の支援

など４施策

埼玉版スーパー・シティプロジェクトに
取り組む市町村数

０市町村 ⇒ 全市町村

（2年度末）  （8年度末）        

ＳＡＩＴＡＭＡリバーサポーターズの
個人サポーター数

          0人 ⇒    24,000人
       （2年度末）       （8年度末）

企業（製造業）が生み出す付加価値額

  4.8兆円 ⇒ 4.8兆円
          （元年）    （8年）  

※ 新型コロナウイルス感染症の大きな影響からの回復を目指す目標値 

儲かる農林業の推進

・強みを生かした収益力のある農業の確立
・林業の生産性向上と県産木材の利用拡大

など３施策

販売農家数に占める販売金額1,000万円以上
の農家数の割合

7.4％ ⇒ 10.5％
          （2年度）       （8年度）

新規

新規

新規

＊
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指標

            主な施策  ③住み続けられるまちづくり

施策の内容

主な取組

➤  埼玉版スーパー・シティプロジェクトの推進

・「日本一暮らしやすい埼玉」を実現するため、３つの

要素を含む市町村が行うまちづくりを、民間企業などと

連携し、支援します。

➤ 土地区画整理事業や市街地再開発事業の実施と促進

・土地区画整理事業や市街地再開発事業により、避難路と

なる道路の整備や、再開発ビルの整備などを行い、

安全な市街地の形成に取り組みます。

☞ 埼玉版スーパー・シティプロジェクト
 に取り組む市町村数

R２年度末 R８年度末目標

コンパクト・スマート・レジリエントの要素を踏まえたまちづくりに市町村や民間などと共に取り組む。

都市機能の集積や居住機能の誘導に向けた効率的なまちづくりを行う。

などを進め、住み続けられるまちづくりに取り組みます。

０市町村 全市町村

コンパクト レジリエント

スマート

将来像３
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